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２・３月号

会
と
評
議
員
会
が
、
三
月
十
一
日

（
月
）
に
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
議
は
、
ま
ず
、
理
事

会
と
評
議
員
会
の
議
案
が

同
じ
で
あ
っ
た
た
め
同
時

開
催
と
し
た
こ
と
を
説
明

し
た
後
、
会
議
定
足
数
の

確
認
（
理
事
数
三
十
四
名

の
と
こ
ろ
出
席
者
二
十
三

名
、
評
議
員
数
三
十
七
名

の
と
こ
ろ
出
席
者
二
十
三

名
で
過
半
数
を
超
え
、
会

議
が
成
立
。）が
行
わ
れ
、そ
の
後
、

来
賓
の
県
生
活
環
境
部
防
災
・
危

機
管
理
局
消
防
安
全
課
の
大
高
課

長
、
県
立
消
防
学
校
の
齋
藤
校
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。
ご
臨
席
頂
い
た
ご
来
賓
は

次
の
方
々
で
す
。

・
県
消
防
安
全
課
長

　
　
　
　
　
　
大
高
　
　
均
　様

・
県
立
消
防
学
校
長

　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
亨
　様

　
続
い
て
議
事
は
、
澤
畑
副
会
長

が
議
長
（
葉
梨
会
長
は
常
磐
高
速

道
路
の
事
故
渋
滞
に
見
舞
わ
れ
欠

席
）
と
な
り
、
評
議
員
会
の
議

長
（
水
戸
市
消
防
団
長
　
青
木
英

明
様
）
及
び
評
議
員
会
の
議
事
録

署
名
人
（
常
陸
大
宮
市
消
防
団
長

　
岡
山
勝
彦
様
／
鹿
行
広
域
消
防

長
　
久
保
木
博
様
）
を
選
出
（
理

事
会
は
定
款
の
規
定
に
よ
り
会
長

及
び
監
事
）
し
、
議
案
が
審
議
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
・

議
決
さ
れ
ま
し
た
。（
議
案
第
一

号
か
ら
第
三
号
に
つ
い
て
は
、
理

事
会
の
議
決
事
項
で
あ
り
、
評
議

員
会
は
報
告
事
項
と
な
っ
て
い
ま

す
。）

○
議
案
第
一
号
　
平
成
二
十
四
年

度
普
通
会
計
補
正
予
算
（
案
）

○
議
案
第
二
号
　
平
成
二
十
五
年

度
事
業
計
画
（
案
）

○
議
案
第
三
号
　
平
成
二
十
五
年

度
普
通
会
計
予
算
（
案
）

○
協
議
事
項
　
平
成
二
十
五
年
度

の
主
な
行
事
予
定

　
平
成
二
十
四
年
度
第
二
回
公
益

財
団
法
人
茨
城
県
消
防
協
会
理
事

平成24年度

第２回理事会・評議員会開催

優良婦人消防隊員（功績章）を代表受章する頃
藤婦人防火クラブ消防隊の齊藤会長

議長を務める澤畑副会長

・
ま
さ
き
美
咲
会
婦
人
消
防
隊

　（
東
海
村
：
中
野
隊
長
　
他
）

・
頃
藤
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
消
防
隊

　
　
　（
大
子
町
：
齊
藤
会
長
）

　
式
典
は
、
厳
か
に
日
本
消
防
協

会
旗
の
入
場
で
幕
を
開
け
、
国
家

斉
唱
、
消
防
殉
職
者
に
対
す
る
黙

祷
、
秋
本
会
長
の
式
辞
と
続
き
、

各
表
彰
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
県
関
係
の
受
章
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　
※
（
　
）
は
受
章
者
総
数

○
特
別
表
彰（
ま
と
い
）　（
十
団
）

　
・
笠
間
市
消
防
団

○
優
良
消
防
団
（
表
彰
旗
）

　（
四
十
団
）

　
・
水
戸
市
消
防
団

○
優
良
消
防
団
（
竿
頭
綬
）

　
平
成
二
十
四
年
度
の
日
本
消

防
協
会
定
例
表
彰
式
が
、
平
成

二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
（
火
）

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
厳

粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
特
別
表
彰
（
ま
と

い
）
受
章
者
で
あ
る
笠
間
市
消
防

団
と
優
良
婦
人
消
防
隊
員
代
表
受

章
者
で
あ
る
頃
藤
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
消
防
隊
の
齊
藤
会
長
の
ほ
か
、

受
章
者
を
代
表
し
て
次
の
方
々
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

・
笠
間
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　（
深
谷
団
長
　
他
）

・
水
戸
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　（
青
木
団
長
　
他
）

　（
八
十
八
団
）

　
・
結
城
市
消
防
団

　
・
大
子
町
消
防
団

　
・
利
根
町
消
防
団

○
功
績
章
（
九
百
三
十
四
名
）

　
・
日
立
市
消
防
団

　
　
　
副
分
団
長
　
弓
野
　
忠
男

　
　
　
　
　
　
　
　
他
二
十
九
名

○
精
績
章（
二
千
二
百
二
十
七
名
）

　
・
水
戸
市
消
防
団

　
　
　
副
団
長
　
渡
長
　
勝
男

　
　
　
　
　
　
　
　
他
六
十
九
名

○
勤
続
章
（
七
千
百
五
十
一
名
）

　
・
水
戸
市
消
防
団

　
　
　
副
団
長
　
海
老
根
正
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
他
百
六
十
名

○
優
良
婦
人
消
防
隊
（
表
彰
旗
）

　（
十
五
隊
）

　
・
ま
さ
き
美
咲
会
婦
人
消
防
隊

○
優
良
婦
人
消
防
隊
員（
功
績
章
）

　（
二
十
名
）

　
・
頃
藤
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
消
防
隊

　
　
　
　
会
　
長
　
齊
藤
　
路
代

平成25年度公益財団法人茨城県消防協会事業計画

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

　
小
・
中
学
生
を
対
象
と

し
た
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
、
平
成
二
十
五
年
二
月

二
十
一
日（
木
）県
庁「
第

一
応
接
室
」で
開
催
さ
れ
、

橋
本
知
事
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

茨
城
県
幼
少
年
婦
人
防
火

委
員
会
（
会
長
・
橋
本
知

事
）
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
、
一

月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
」
に

お
い
て
、
入
選
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
応
募
総
数
四
千
九
百
五
点
の
う

ち
、
県
内
各
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ

た
二
百
二
十
点
が
審
査
会
に
掛
け

ら
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次

の
三
名
が
「
最
優
秀
賞
」
に
決
定

　
な
お
、
最
優
秀
賞
の
中
か
ら
、

『
高
野
ま
つ
り
さ
ん
』
の
作
品
が

し
ま
し
た
。

（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

　
牛
久
市
立
牛
久
小
学
校

　
　
　
三
年
　
長
南
　
め
い
さ
ん

（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　
日
立
市
立
河
原
子
小
学
校

　
　
　
五
年
　
高
野
ま
つ
り
さ
ん

（
中
学
生
の
部
）

　
阿
見
町
立
竹
来
中
学
校

　
　
　
一
年
　
荒
瀬
瑠
羽
香
さ
ん

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の
「
原
画
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
茨
城
県
消
防
協
会
県
南
南
部
支

部
主
催
の
女
性
消
防
団
員
研
修
会

が
、
平
成
二
十
五
年
二
月
十
日
に

河
内
町
の
「
中
央
公
民
館
」
に
お

い
て
、
支
部
内
九
市
町
村
の
消
防

後
の
活
動
に
役
立
つ
こ
と
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　
引
き
続
き
支
部
内
の
結
束
力
が

強
化
さ
れ
、
活
動
が
更
に
充
実
す

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

特別表彰（まとい）を受賞する笠間市消防団の
深谷団長、嶋田副団長

第
六
十
五
回

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

第
三
十
回

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式表彰式（左から荒瀬瑠羽香さん、橋本

知事、高野まつりさん、長南めいさん）

研修会に参加されたみなさん

県
南
南
部
支
部

女
性
消
防
団
員
研
修
会

団
長
や
女
性
消
防
団
員
な

ど
、
総
勢
五
十
三
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、
予
め
団

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
、

支
部
内
の
女
性
消
防
団
員

同
士
が
交
流
を
深
め
、
各

団
体
が
抱
え
て
い
る
問
題

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
で
今

事　業　名 計　　画　　の　　概　　要
１　公益１事業（消防防災技術の向上及
び消防団等の組織の強化）

　⑴消防ポンプ操法大会

　⑵全国消防操法大会
　⑶消防救助技術大会
　⑷消防ポンプ操法大会審査員研修会
　⑸消防団長研修会
　⑹消防団員指導員研修
　⑺日本消防協会主催研修事業への参加
　⑻女性消防団結成促進等助成
　⑼女性消防団結成促進大会
　⑽支部別団長等懇談会
　⑾理事研修会

・消防団員の消防ポンプ操法技術の向上及び士気高揚を図るため、全市町村が参加して県
内6地区で県と共催で実施し、併せて自治体消防65周年を記念し、各地区大会優勝チー
ムによる県大会を実施する。

・第21回全国女性消防操法大会の出場隊に激励金を支給する。
・消防職員の救助技術の向上を図るため、県消防長会との共催で実施する。
・消防ポンプ操法大会審査員養成の研修会を実施する。
・消防団長を対象として、消防団活動の諸問題について調査研修を実施する。
・消防団員の防災技術の向上を図るため、消防団の指導者を対象に研修会を実施する。
・（財）日本消防協会が行う消防団幹部研修に参加するための連絡調整を行う。
・新たに女性消防団を結成する消防団に対し、活動服購入等経費の一部を助成する。
・県内女性消防団員及び関係者が一堂に会し、女性消防団の資質向上と士気高揚を図る。
・県内6支部において消防団長等懇談会を開催し、消防団活性化の意見交換を行う。
・消防協会理事を対象として、県外災害事象の視察研修を実施する。

２　公益２事業（消防職・団員の士気の
高揚と組織の強化）

　⑴消防殉職者慰霊祭
　⑵全国消防殉職者慰霊祭
　⑶消防大会

　⑷定例表彰
　⑸消防叙勲・褒章等受章祝賀会
　⑹退職消防団長報償
　⑺退職消防団員等報償
　⑻健康増進事業

　⑼消防車両等寄贈
　⑽海外視察研修

・消防業務遂行中に殉職した消防職・団員の御霊を慰めるため慰霊祭を執行する。
・殉職した消防職・団員の本県遺族とともに、全国慰霊祭に参加する。
・消防防災思想の高揚と消防関係者の功績者の表彰を行うため、県との共催で実施し、併
せて自治体消防65周年を記念し消防職・団員を含む消防関係者に対し表彰状及び記念品
を贈呈する。

・（財）日本消防協会が行う定例表彰に候補者を具申し、表彰式に出席し表彰物品を伝達する。
・平成25年度の消防関係叙勲・褒章等受章者及び所属消防団長等を集め、祝賀会を開催する。
・退職消防団長に感謝状と記念品を贈呈する。
・県の委託を受け、在職期間5年～ 15年の退職消防団員に感謝状と記念品を贈呈する。
・消防団員福祉共済制度等の加入促進を図るとともに、加入団体に健康増進器具等を配布
する。

・発展途上国等の要請により、使用済みの消防車両等を寄贈するための連絡調整を行う。
・（財）日本消防協会が行う海外視察研修に参加するための連絡調整を行う。

３　公益３事業（地域連携の強化及び消
防防災思想の普及広報活動）

　⑴地域交流活動促進事業の助成

　⑵県内消防関係団体への助成

　⑶機関紙の発行
　⑷防火ポスターの配布
　⑸新聞掲載・ラジオ放送
　⑹幼年少年婦人防火大会
　⑺役員会議
　⑻関東甲信地区消防協会会議
　⑼事務局長会議
　⑽関東甲信地区消防協会事務局長会議
　⑾日本消防協会各種事業担当者会議
　⑿その他各種調査等

・消防団員相互及び消防団と住民・企業等との交流活動を行う消防団に対し、活動に要す
る経費の一部を助成する。

・県内消防関係団体の各種活動に対し経費の一部を助成する。
・消防団又は消防協会各支部が行う教育訓練事業
・消防職・団員が公共機関等の実施する海外消防事情視察研修会に参加
・民間防火組織の育成を図るために、婦人防火クラブ連絡協議会及び幼少年婦人防火委員
会が行う活動

・消防本部と消防団の連携を図るために消防長会の各種研究部会が行う活動
・元消防団長等で組織する消防纏会が行う消防災知識の普及活動
・県内6支部が行う支部活動
・茨城県消防協会の広報誌を県内消防団、消防本部及び関係機関に隔月6,400部配布する。
・（財）日本消防協会が発行する月刊誌や防火ポスターを県内消防団及び消防本部へ配布する。
・火災予防運動週間及び防災の日に新聞広告等を活用し、防火防災思想の普及に努める。
・県内の民間防火組織の相互交流を深め、火災予防思想の普及高揚を図る。
・（財）日本消防協会が行う役員会議に出席する。
・（財）日本消防協会が行う関東甲信地区の消防協会会議に出席する。
・（財）日本消防協会が行う消防協会事務局長会議に出席する。
・関東甲信地区都県において輪番で開催される消防協会事務局長会議に出席する。
・（財）日本消防協会が行う関東甲信地区の消防協会事業担当者会議に出席する。
・他都道府県消防協会等からの照会事項等に対応する。

4　共益事業（消防団員等を対象とした
共済事業）

　⑴弔慰金・見舞金の贈呈
　⑵福祉共済事業
　⑶火災共済事業
　⑷消防互助年金事業
　⑸その他共済事業

・消防職・団員の死亡又は傷病について、弔慰金又は見舞金を贈呈する。
・（財）日本消防協会が行う消防職・団員のための福祉共済制度の事務処理を行う。
・（財）日本消防協会が行う消防職・団員のための火災共済制度の事務処理を行う。
・（財）日本消防協会が行う消防職・団員のための消防互助年金制度の事務処理を行う。
・（財）日本消防協会が行う婦人消防隊員等のための福祉共済制度等の事務処理を行う。



全国シェアNo.１の消防車メーカー
㈱モリタの各種消防自動車
常に最新技術を反映して様々な災害
現場で活躍する消防車を制作します。

その他の取扱品目

茨城県代理店

有限会社　鈴　機

小型動力消防ポンプ・消防用ホース
救助資機材・潜水機材・消防用被服
防災用品・消防用品・消防資機材

〒315-0014　石岡市国府5-2-25
TEL：0299-22-3010　FAX：0299-22-5846

パナソニック

茨城県代理店

消防ポンプ自動車　消防用ホース
消火器　消防服装
消防資機材用品一式

V75ESからV10Fまで
　豊富な機種でお客さまのご要望に
　お応えいたします。

茨 城 消 防 昭和41年９月30日
第三種郵便物認可　 第630号 ⑵平成25年３月15日（２．３．６．８．10．12月15日発行）

編 

集 

後 

記

　
春
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
花
粉
症
の
方
は

辛
い
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、

筋
肉
痛
に
襲
わ
れ
る
農
作
業
の
時

期
が
近
づ
い
た
な
ー
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
茨
城
消
防
も
今
回
が
今

年
度
最
後
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
。
発
行
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
皆
様
に
改
め
て
お
礼
い
た

し
ま
す
。

　
来
年
度
も
引
き
続
き
各
種
情
報

を
お
寄
せ
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
せ
）

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

意見発表する岡崎さん

挨拶する葉梨会長

消防功労者表彰受章者

の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
土

地
勘
の
な
い
方
で
も
、
防
災
マ
ッ

プ
を
い
つ
で
も
す
ぐ
に
利
用
し
、

安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
道
路
状
況
が
悪
く
安
全

に
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

時
は
、
そ
の
場
所
へ
留
ま
る
こ
と

ま
す
。
近
年
、
防
災
意
識
が
高
ま

り
、
非
常
持
ち
出
し
袋
を
備
え
て

い
る
家
庭
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
車
内
に
ま
で
備
え
て
い

る
方
は
少
な
い
は
ず
で
す
。
わ
ず

か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
備
え

が
あ
る
か
な
い
か
で
、
救
援
物
資

が
届
く
ま
で
の
避
難
生
活
は
一
変

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
「
緊
急
時
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ

プ
ラ
ン
」
を
広
め
て
い
く
た
め
に

は
、
日
頃
、
私
達
が
行
っ
て
い
る

避
難
訓
練
や
自
主
防
災
訓
練
で

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
広
報

を
実
施
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
自
動
車
販
売
店
や
教
習
所

に
も
協
力
を
依
頼
し
、
広
く
認
知

さ
せ
る
こ
と
で
、
災
害
か
ら
自
分

自
身
を
守
る
可
能
性
を
何
倍
に
も

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
災
害

に
対
し
て
、
私
達
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
何
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
す
、

今
で
き
る
最
善
の
備
え
を
す
る
し

か
な
い
の
で
す
。ど
う
か
皆
さ
ん
、

自
ら
を
そ
し
て
大
切
な
人
を
守
る

た
め
、こ
の「
緊
急
時
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
プ
ラ
ン
」
を
実
践
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

が
最
善
の
策

と
な
る
場
合

が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ

う
な
時
の
備

え
と
し
て
、

車
内
専
用
の

非
常
持
ち
出

し
袋
や
、
寒

い
時
期
に
は

防
寒
対
策
と

し
て
毛
布
等

を
備
え
る
こ

と
も
プ
ラ
ン

に
盛
り
込
み

皆
さ
ん
か
ら
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
と
答
え

が
来
る
。
そ
の
日
を
目
指
し
て
。

　「
運
転
中
に
大
地
震
に
遭
遇
し

た
際
、
十
分
な
備
え
は
で
き
て
い

ま
す
か
。」
こ
の
質
問
に
対
し
、

　
茨
城
県
消
防
長
会
主
催
の
第
三

十
六
回
全
国
消
防
職
員
意
見
発
表

茨
城
県
大
会
が
、
平
成
二
十
五
年

二
月
十
三
日
（
水
）
に
大
子
町
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
消
防
本
部
か
ら
一
名
が

出
場
し
、
真
摯
で
熱
気
あ
ふ
れ
る

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

︽
審
査
結
果
︾

・
最
優
秀
賞
　
日
立
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
智
史

「
私
達
に
で
き
る
こ
と
～
運
転

時
防
災
対
策
編
～
」

・
優
秀
賞
　
稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
　
広

「
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
、ヒ
ヤ
ッ

ト
体
験
」

・
優
秀
賞
　
高
萩
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
小
室
　
清
史

　「
被
害
者
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
」

・
優
秀
賞
　
鹿
島
地
方
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
磯
氏
　
政
宏

　「
私
の
街
の
防
災
運
動
会
」

　
最
優
秀
賞
の
岡
崎
智
史
さ
ん

は
、
四
月
二
十
四
日
に
千
葉
市
で

行
わ
れ
る
第
三
十
六
回
全
国
消
防

長
会
関
東
支
部
大
会
に
本
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
こ
に
、
最
優
秀
賞
の
発
表
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
私
達
に
で
き
る
こ
と

〜
運
転
時
防
災
対
策
編
〜
」

日
立
市
消
防
本
部
　
岡
崎
　
智
史

地
震
に
遭
遇
し
た
ら
あ
な
た
は
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
。

十
分
な
備
え
は
で
き
て
い
ま
す

か
。」

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、

日
立
市
は
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
大
き
な
被

害
を
受
け
、
道
路
に
は
立
ち
往
生

す
る
車
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
私

も
そ
の
中
の
一
人
で
し
た
が
、
幸

い
被
災
し
た
場
所
が
自
分
の
生
活

圏
内
で
あ
っ
た
た
め
避
難
行
動
は

容
易
に
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

も
し
そ
こ
が
見
知
ら
ぬ
町
だ
っ
た

ら
、
私
に
は
ど
の
よ
う
な
行
動
が

と
れ
て
い
た
の
か
。
恐
ら
く
避
難

所
の
場
所
さ
え
わ
か
ら
ず
に
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
体
験
か
ら
私
は
、
各
自
治

体
が
定
め
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

中
に
、
運
転
者
の
避
難
行
動
に
着

目
し
た
「
緊
急
時
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ

プ
ラ
ン
」
を
盛
り
込
む
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。

　「
緊
急
時
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
プ
ラ

ン
」
と
は
、
車
を
運
転
中
に
被
災

し
た
際
、
ど
の
様
な
避
難
行
動
を

と
り
、
何
を
備
え
る
べ
き
な
の
か

を
具
体
的
に
示
し
た
行
動
計
画
で

す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
大
き
な
目
標

は
、
近
年
、
各
自
治
体
が
力
を
入

れ
作
成
し
て
い
る
、
地
域
ご
と
の

避
難
所
や
危
険
箇
所
を
示
し
た
身

近
な
防
災
マ
ッ
プ
を
、
二
十
四
時

間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
ー
あ
る
い
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
等
に
置
い
て
も
ら
い
、
設
置

の
目
印
と
し
て
店
の
入
り
口
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
プ
ラ
ン
の
中

に
、「
運
転
中
に
被
災
し
た
際
は
、

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
ー
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
に

あ
る
防
災
マ
ッ
プ
を
参
考
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
策
定
す
る

　
皆
さ
ん
は
車
を
運
転
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
お
そ
ら
く
多
く

の
方
は
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
と
答
え
る
で

　
平
成
二
十
四
年
度
茨
城
県
消
防

功
労
者
表
彰
式
が
、
平
成
二
十
五

年
二
月
二
十
一
日（
木
）、県
庁「
第

一
応
接
室
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
会
か
ら
は
、
来
賓
と
し
て

葉
梨
会
長
は
じ
め
、
大
塚
顧
問
と

七
名
の
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、「
功
労
章
」
が

十
二
名
（
消
防
団
長
七
名
・
消
防

長
五
名
）、「
表
彰
状
」
が
七
名
（
元

団
員
一
名
・
元
職
員
六
名
）、
合

計
十
九
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　「
功
労
章
」
と
は
、「
多
年
災
害

現
場
に
お
い
て
消
防
業
務
に
精
励

す
る
と
と
も
に
、
指
導
者
と
し
て

功
績
顕
著
な
者
」
と
し
て
現
職
の

消
防
団
長
及
び
消
防
長
に
贈
与
さ

れ
る
も
の
で
す
。

ひ
た
ち
な
か
・
東
海
消
防
本
部

　
　
消
防
正
監
　
　
栁
橋
　
　
勉

元
　
大
子
町
消
防
団

　
　
副
　
団
　
長
　
綿
引
　
秀
孝

元
　
土
浦
市
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
下
村
　
　
孝

元
　
取
手
市
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
秋
田
　
榮
一

元
　
大
子
町
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
　
菊
池
　
　
久

元
　
鹿
島
南
部
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
潮
来
　
辰
雄

元
　
鹿
島
南
部
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
香
取
　
正
之

元
　
稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
　
風
見
　
　
勉

　
ま
た
、「
表
彰
状
」
と
は
、「
多

年
消
防
業
務
に
精
励
す
る
と
と
も

に
、
退
職
後
も
地
域
の
消
防
防
災

活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
者
」
と

し
て
元
職
の
消
防
職
・
団
員
に
贈

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
表
彰
は
、
県
消
防
大
会
に

お
け
る
知
事
表
彰
と
は
別
枠
の
も

の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
元
職
を

も
対
象
と
し
て
消
防
大
会
以
外
に

定
例
的
に
行
う
表
彰
制
度
は
、
全

国
的
に
も
例
の
な
い
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
受
章
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

下
妻
市
消
防
団

　
　
団
　
　
長
　
　
富
田
　
光
一

牛
久
市
消
防
団

　
　
団
　
　
長
　
　
渡
邊
　
忠
男

つ
く
ば
市
消
防
団

　
　
団
　
　
長
　
　
倉
持
　
政
博

坂
東
市
消
防
団

　
　
団
　
　
長
　
　
相
野
谷
和
明

稲
敷
市
消
防
団

　
　
団
　
　
長
　
　
黒
田
　
　
功

か
す
み
が
う
ら
市
消
防
団

　
　
団
　
　
長
　
　
藤
井
　
裕
一

八
千
代
町
消
防
団

　
　
団
　
　
長
　
　
生
井
　
伸
一

常
陸
太
田
市
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
福
地
　
壽
之

那
珂
市
消
防
本
部

　
　
消
防
監
　
　
根
本
　
　
榮

茨
城
町
消
防
本
部

　
　
消
防
監
　
　
中
村
　
　
誠

茨
城
西
南
消
防
本
部

　
　
消
防
正
監
　
　
長
濵
周
之
助

し
ょ
う
。
で
は
、
質
問
を
変
え
ま

す
。「
あ
な
た
は
見
知
ら
ぬ
町
を

運
転
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
大

　
当
協
会
主
催
の
消
防
関
係
者
叙

勲
・
褒
章
等
受
章
祝
賀
会
が
、
平

成
二
十
五
年
二
月
十
五
日
（
金
）

に
、
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
受
章
者
並
び
に
消
防
関
係
者

総
勢
八
十
四
名
が
出
席
し
、
先
輩

達
の
ご
功
績
を

讃
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大

変
お
忙
し
い
と

こ
ろ
を
出
席
頂

い
た
橋
本
知
事

並
び
に
白
田
議

長
か
ら
ご
祝
辞

を
頂
戴
し
、
そ

の
後
、
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ

れ
た
元
筑
西
市

消
防
団
長
の
齋

藤
喜
雄
氏
が
、

受
章
者
を
代
表

し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
祝
宴
は
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
先
輩
方
へ
の
お
祝

い
の
言
葉
や
お
互
い
の
近
況
な
ど

が
語
ら
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
で
ご
歓
談
頂
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度

　

消
防
功
労
者
表
彰

消防職員意見発表会

平
成
二
十
四
年
度

　消
防
関
係
者
叙
勲
・

褒
章
等
受
章
祝
賀
会

『
功
労
章
』（
十
二
名
）

『
表
彰
状
』（
七
名
）


